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野村アセットマネジメント株式会社 

「先進国普通社債ファンド（為替ヘッジあり）2016-08」 

 愛称：メジャー・ボンド  

設定後のポートフォリオについて 

2016年9月 【受益者の皆さまへ】 
 

  2016年8月10日に設定しました「先進国普通社債ファンド（為替ヘッジあり）2016-08」＜愛称：メジャー・ボンド＞のポー

トフォリオの状況についてお知らせいたします。 

 市況動向や市場の流動性、ファンドの資金動向等を勘案しながら銘柄選定を行ない、ポートフォリオを構築した結果、2016年

9月5日現在のポートフォリオは以下の内容となりました。 

 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
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四捨五入により、合計が100％とならない場合があります。 
国は、発行体もしくはその親会社本社の所在地で区分しています。 
債券格付は、S&P社、Moody’s社およびFitch社のいずれかの格付が付与されている場合、 
最も高い方を基準としており、表示はS&P社に基づきます。 

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。 

・ポートフォリオ特性値は、ファンドの組入債券等（現金等を含む）の各特性値
（クーポン、最終利回り、デュレーション）を、その組入比率で加重平均したものです。 
 また格付の場合は、現金等を除く債券部分について、ランク毎に数値化したものを 
 加重平均しています。  
・平均最終利回り（為替ヘッジ後）は、為替ヘッジコストを反映し、表示しています。 
 為替ヘッジコストは、短期金利差による簡便法で算出しています。  
・デュレーションは、金利がある一定割合で変動した場合、債券価格がどの程度変化 
 するかを示す指標です。 
＊平均格付とは、基準日時点で投資信託財産が保有している有価証券に係る信 
  用格付を加重平均したものであり、当該投資信託受益証券に係る信用格付では 
   ありません。 

ポートフォリオ特性値 

＊右記は債券格付です。 

格付別配分比率 

国別配分比率 

業種別配分比率 

ポートフォリオの資産内容  2016年9月5日現在 

平均クーポン 4.8% 

平均最終利回り 2.7% 

平均最終利回り（為替ヘッジ後） 2.0% 

銘柄数 23銘柄 

平均デュレーション 3.9年 

平均格付 BBB+ 

米国 

68.2% 英国 

6.9% 

スイス 

5.2% 

豪州 
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上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。 

通貨別配分比率 

＜為替ヘッジ前＞ ＜為替ヘッジ後＞ 

償還時期別の分布 

再投資する債券は、市場環境、利回り水準、為替ヘッジコストやファンドの残存信託期間等を勘案し、普通社債あるいは日本を含む先進国の国債等になります。 

組入上位5銘柄 

保有する普通社債（外貨
建て）の為替ヘッジ前の通
貨別配分比率です。 

  発行体 国 業種 クーポン 償還期限 債券格付 純資産比 

1  アルファベット（旧グーグル） 米国 
電気通信 
サービス 

3.625% 2021/05/19 AA 5.35% 

2  クレディ・スイス・グループ・ファンディング スイス 金融 3.450% 2021/04/16 A-  5.23% 

3  ギャップ 米国 
一般消費財・ 

サービス 
5.950% 2021/04/12 BBB  5.19% 

4  インターナショナル・リース・ファイナンス 米国 金融 8.250% 2020/12/15 BBB-  5.16% 

5  ベストバイ 米国 
一般消費財・ 

サービス 
5.500% 2021/03/15 BBB+  5.16% 

国は、発行体もしくはその親会社本社の所在地で区分しています。 

債券格付は、S&P社、Moody’s社およびFitch社のいずれかの格付が付与されている場合、最も高い方を基準としており、表示はS&P社に基づきます。 

再投資する債券の残存期間 

2016年8月10日（ファンドの設定日） 2021年6月28日（ファンドの償還日） 

2020年 
7-9月 

2020年 
10-12月 

2021年 
1-3月 

14銘柄、純資産比63.0％ 

4銘柄、純資産比14.3％ 

4銘柄、純資産比18.1％ 

1銘柄、純資産比1.7％ 

2021年 
4-6月 

（前ページからの続きです。） 

普通社債の償還時期 

為替ヘッジを行なうことによる
実質通貨別配分比率です。 

四捨五入により、合計が100％とならない場合があります。 



当資料は、ファンドの運用実績に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料で、投資勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではあり
ません。当資料中の記載事項は、当資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。なお、当資料中のいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。ファンドは、債券等の値動きのある有価証券等に投資します
（また、外貨建資産に投資しますので、この他に為替変動リスクがあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。 

運用状況 

今後の見通し 以下の内容は当資料作成日時点のものであり、予告なく変更する場合があります。 
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• ファンドは2016年8月10日の設定以降、ポートフォリオの構築を行ない、予定しておりました先進国企業が発行する普通

社債（外貨建て）をほぼ組み入れて、2016年9月5日現在の組入比率は97.1%となりました。 
 

• 最近の金融市場動向につきましては、英国が2016年6月下旬に欧州連合（EU）離脱を決定した直後の過度のリスク

回避局面からの自律反発の動きが継続していること等を背景に、米国債利回りは緩やかに上昇、社債スプレッドにつきま

しては緩やかな縮小基調で推移しました。米国の金融当局者による早期の利上げを示唆する発言などから、利上げに対

する警戒感が一時的に高まる局面も見られました。しかし、このところ伸び悩んでいた原油価格が、2016年9月に予定さ

れているOPEC非公式会合での生産調整に向けた期待感の高まりから再び堅調に推移しており、エネルギー関連企業を

はじめとする企業業績全般に対する懸念が和らいだことで、先進国の企業が発行する普通社債市場についても安定的に

推移しています。 
 

• 基準価額の動向につきましては、保有する普通社債（外貨建て）の利息収入等がプラスに寄与しました。一方で、普通

社債（外貨建て）の利回り上昇に伴う債券価格の下落やポートフォリオ構築に伴う売買コストがマイナス要因となったこと

などから、2016年9月5日時点の基準価額は10,001円となりました。 

 

  米国では2015年12月に利上げを実施しており、今後も雇用や景気の回復といった堅調な国内要因を背景として追加利

上げを行なう可能性が見込まれます。しかしながら国外要因に目を向けると、新興国景気や原油価格等は短期的には落ち

着いているものの力強く回復する兆しは見られず、利上げは緩慢なペースにとどまるものと考えられます。欧州では実体経済が

概ね安定的に推移する一方で、英国のEU離脱に伴う中長期的な不透明感等から金融政策は当面緩和的なスタンスが維

持されるものと見込まれます。日本においては、日銀が目標としている消費者物価が低水準で推移していることから、当面は

緩和政策が維持されるものと見込まれます。以上から、金利・社債スプレッドともに概ね安定的に推移するものと見込んでおり

ます。 
 

   為替ヘッジコストにつきましては、対米ドルでは高止まり基調が継続するものと見込んでおります。金利差要因の観点からは

米国で緩やかな利上げが見込まれる一方で、日銀は追加利下げに含みを残しており、日米金利差の拡大を通じてヘッジコス

トの上昇圧力となる余地があります。需給要因の面からは、日欧がマイナス金利政策を導入する中で、相対的に高金利の通

貨である米ドルに対する債券投資が活発であり、為替ヘッジ需要が増加していることから為替ヘッジコストも高止まりしやすい

環境が当面継続するものと考えられます。 

 今後も市場動向を注視しながら、安定したポートフォリオの維持に努めて参ります。 

 今後とも「先進国普通社債ファンド（為替ヘッジあり）2016-08」＜愛称：メジャー・ボンド＞をご愛顧賜りますよう宜しくお願い

申し上げます。 

以上 
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ファンドの特色 

4/6 

投資リスク 
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◆設定・運用は 商号：野村アセットマネジメント株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号 

加入協会：一般社団法人投資信託協会／一般社団法人日本投資顧問業協会 

5/6 

※投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。 

※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税金」をご覧ください。 

【単位型投信につき募集期間は終了しました。】 
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お申込みは 

金融商品取引業者等の名称 登録番号 

加入協会 

日本証券業 
協会 

一般社団法人 
日本投資 

顧問業協会 

一般社団法人 
金融先物 

取引業協会 

一般社団法人 
第二種金融商品 

取引業協会 

株式会社足利銀行 登録金融機関 
関東財務局長 

（登金）第43号 
○       

株式会社大垣共立銀行 登録金融機関 
東海財務局長 
（登金）第3号 

○   ○   

株式会社清水銀行 登録金融機関 
東海財務局長 

（登金） 第6号 
○       

株式会社八十二銀行 登録金融機関 
関東財務局長 

（登金）第49号 
○ ○ 

※上記販売会社情報は、作成時点の情報に基づいて作成しております。 

※ 販売会社によっては取扱いを中止している場合がございます。 
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